
＜クラブ評価＞

No 項目 内容

1 育成支援
・子ども達が主体となって、楽しく活動出来るように当番活動や行
事を子ども達と一緒に企画している。1日の予定を学年ごとに掲示
し見通しを持って過ごせるよう支援する。

2
配慮を要する子どもへの
対応

・保護者との連携を密に取り、学校や地域とも連携し、その児童に
寄り添いながら、その児童に合った支援を行うことが出来た。

3 運営体制
・運営小委員会は適時に委員会を開催し、全体会の審議が必要と
判断した場合には、定例会以外でも運営委員会を開催する。
・法令、市運営基準に則って適正に運営している。

4
学校及び地域・保護者との
連携

・保護者や学校とは、常に情報交換や意見交換を続けていく。密に
連絡が取りあえるよう連携できた。。
・こども園や地域とは、連携を強めれるよう努力していきたい。

施設及び設備・衛生管理
及び安全対策

・学校内の施設なので、学校と一緒に専門業者による点検を受け、
安全管理に努めている。また、職員が定期的に設備の点検・衛生
管理に努めている。

訓練実施回数  12回

質の向上

・研修会には積極的に参加し質の向上につながるよう学びの場を
設けている。
・クラブ内では、事例検討を行い質の向上につながるよう努力して
いる。

1人当り研修参加回数  7.4回

青少年の健全育成に向け
た取り組み

・コロナ禍で、多くの行事が中止せざるを得ない状況であったが、
感染対策に心がけながら、グループ活動や日常の当番活動などに
おいて、児童の自主性や協調性を高めていくことができた。

フローラルこまつ推進団体  ○

ボランティア活動実施回数  0回

6

5

7

0
1
2
3
4
5

育成支援

配慮を必要とする子ども

への対応

運営体制

学校及び地域・保護者

との連携

施設及び設備、衛生管

理及び安全対策

質の向上

青少年の健全育成に向

けた取り組み

【自己評価シート】能美児童クラブ１・２
公表シート（令和4年度）


